
 ジャガイモシロシストセンチュウの防除技術の開発 

〔研究タイプ〕 
 重要施策対応型 
〔研究期間〕 
平成２７年（１年間） 

27039C 
分  野 適応地域 

農業－病害虫 

 北海道で新規確認されたジャガイモシロシストセンチュウ（Gp）の国内におけるまん延を防止し、ばれいしょ

の安定的な生産を図るため、本線虫の迅速で簡易な診断法を開発し、対抗植物やふ化促進物質等の根絶

に向けた候補技術を評価する。また、国内遺伝資源における抵抗性遺伝子の探索と海外遺伝資源の導入に

向けた抵抗性品種･系統の選定を行う。  

① カップ検診法と分子生物学的手法を組み合わせたジャガイモシロシストセンチュウの検出法は、農林水産
省の実施する本種の発生範囲調査において活用されている。また、発生圃場における本種の分布と密度
に関する情報は、今後の防除対策の基礎資料として活用される予定である。 

② 次年度以降、ふ化促進効果を有するナス科対抗植物等を利用した本種の防除を、現地圃場で実施する
計画を北海道等の関係機関と共に進めている。 

③ 本種に対する抵抗性候補遺伝資源については、順次現地のGp個体群を用いた抵抗性検定を行い、抵抗
性が確認されれば、その能力に応じて現場への普及や育種利用を進める予定である。 

① 国内に発生したGpのDNA配列明らかにし、分子系統解析から、ヨーロッパや北米で広く報告されている個
体群との高い類縁性を明らかにした。 

② 圃場の土壌中のGpと類縁のジャガイモシストセンチュウ（Gr）を区別して密度を推定する方法として、カッ
プ検診法と分子生物学的手法を組み合わせる手法を開発し、実際の圃場の両者の分布を明らかにした。 

③ ふ化促進物質「ソラノエクレピンA」のGpに対するふ化促進効果を確認し、土壌中の卵密度低減効果を明
らかにした。 

④ Gp抵抗性遺伝子としてGpaIV
s
adg とRGp5-vrn HCを選定し、各遺伝子を有する遺伝資源を識別するマー

カーを開発した。このマーカーを用いて、約1，000点の遺伝資源から前者を有する遺伝資源47点、後者を
有する遺伝資源9点、両者を有する遺伝資源1点を見いだした。 

〔研究グループ〕 
農研機構北海道農業研究センター、北海道立総合 
研究機構（北見農業試験場、中央農業試験場） 
〔研究総括者〕 
農研機構北海道農業研究センター 奈良部 孝 

 

 

北海道 

農林水産業・食品産業科学技術研究推進事業（実用技術開発ステージ）/研究紹介２０１６ 

１ 研究の背景・目的・目標 

２ 研究の内容・主要な成果 

３ 開発した技術･成果の実用化・普及の実績及び取り組み状況 

４ 開発した技術・成果が普及することによる国民生活への貢献 

キーワード ジャガイモ、侵入害虫、診断法、耕種的防除、抵抗性育種 

① 本種の発生範囲が特定され、今後の対策の具体化や生産者の不安解消に貢献する。 

② 本種の防除対策に最も効果的な、抵抗性品種の導入や開発が進み、将来に亘る国産ばれいしょ
の安定供給が期待できる。 
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問い合わせ先：農研機構 北海道農業研究センター（奈良部 孝） TEL 011-857-9247 

（27039C）ジャガイモシロシストセンチュウの防除技術の開発 

主要な成果 

実用化・普及の実績及び取り組み状況 

国民生活への貢献 

研究の達成目標 ジャガイモシロシストセンチュウ（Gp）の迅速・簡易な検出技術

を開発し、本線虫の根絶に資する候補防除技術を評価・選定する。また、ばれい
しょ抵抗性品種の開発・利用に資する遺伝資源を国内外より探索する。 

① 本種の発生範囲が特定され、今後の対策の具体化や生産者の不安解消に貢献する。 
② 本種の防除対策に最も効果的な抵抗性品種の導入や開発が進み、将来に亘る国産ばれいしょ
の安定供給が期待できる。 

① 開発した検出手法は国等が実施する本種の発生調査に利用されている。 
② 現地のGp発生状況および防除候補技術の結果は、次年度以降実際の防除対策に活用する。 
③ 選抜した抵抗性候補遺伝資源は、抵抗性が確認されれば現場普及及び育種利用を進める。 

カップ検診法と分子生物学的
手法を組み合わせたGp検出

法を開発し、実際の圃場の
両者の分布を明らかにした。 

検出技術 

防除候補技術 

抵抗性遺伝資源 

線虫種 
卵密度 
/g 乾土 

ソラノエクレピン A 
10mla) 

トマトの根

由来資材 
無処理 

2x10-8 2x10-9 0.4g a) 水 10ml a) 
Gp 100 141b) 33 26 17 
Gr 196 66 76 67 8 

 

Gp抵抗性遺伝子を有する遺伝

資源を識別するマーカーを開発。
マーカー選抜により、約1,000点
の遺伝資源から複数の候補遺伝
資源を検出した。 

ふ化促進物質「ソラノエクレ
ピンA」のGpに対するふ化

促進効果を確認し、土壌中
の卵密度低減効果を明ら
かにした。 

図２ Gp抵抗性遺伝子保有
を識別するマーカー 

  A: GpaIVs
adgの識別 

  B：RGp5-vrnHCの識別 

図１ Gp確認圃場を
25分割した各地点の
土壌のカップ検診結
果（品種別の寄生確
認雌成虫数グラフ）
と各点８個体の雌成
虫のPCR法による種
の識別結果（電気泳
動写真） 

表1 各ふ化促進物質処理による土壌からのGpとGrの２期幼虫分離数 

(さんじゅう丸) 
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